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＜病棟連絡事項＞
・発熱欠勤時の報告方法として、発熱・咽頭痛だけでは感染症疑いとなる為、受診歴、その後の体調の変化まで記載してください。
＜患者様連絡事項＞
・小笠原　大雄様～明日外出の為、インフルエンザワクチン拒否されています。
　　　　　　　　　余ったワクチンは明日、休職中のスタッフに接種する為

冷蔵庫にて保管しているので、周知お願いします。
・藤井　理代様～本日気分転換のためスタッフ同伴し外出しています。
・西川　和恵様～本日より12/7朝までいちい寮体験外泊訓練中です。
・平　京子様～現在東病棟の車椅子を使用しています。今後、西病棟の車椅子利用予定ですが現在他患者様が使用している為調整していきます。また両大腿部痛あるためハップスター2袋処方となっています。
・高杉　洋子様～現在、西病棟の車椅子使用中です。御家族に車椅子購入依頼していきます。（詳しくは看護記録参照）
・福島　司子様～面談の希望ある為、主治医へ日程の確認中です。また12/7～臨時薬処方となっています。
・中山　真由美様～また12/7～臨時薬処方となっています。
・山下　幸子様～12/7　14：30退院指示、初外来日12/28　10：00。
退院時処方22日分を処方頂いています
　　　　　　　　また不穏時リスパダール内用液10回分処方となっています。
・高杉　洋子様～12/6～酸化マグネシウム錠7日分処方となっています。
・續石　啓介様～12/6～ボラザG軟膏7日分処方となっています。

・藤井　理代様～12/8～臨時薬の処方を依頼中。

・中里　慶子様～PSWより青山荘へ
冷え性　

＜要注目患者様ケース検討＞
・柞木田　翔様～昨日特定女性患者様とトラブルとなっていますが、本日はトラブル無く経過されています。不穏・衝動行為もなく穏やかに過ごされています。引き続き精神症状の観察とトラブルに注意していきましょう。
・高杉　洋子様～促しにて離床出来ており、疲労感も時折あります。食事摂取少量のみで時折嘔吐も見られています。また泥状便あるもまだ。下剤使用していく
・平　京子様～太もも痛み無し。リハしてる。予約してるケーキ取りに行く？
・船田　泰子様～数日前より体全体の脱力感強くあり尿失禁や移乗時のずり落ちが見ら
れています。必要時スタッフ介入し転倒に注意すると共に頓服使用方法を検討していきましょう。
・春山　明子様～左上肢疼痛訴えあり湿布にて対応しています。引き続き湿布対応し悪

化するようなら主治医へ情報提供していきましょう。
・山本　久美子様～数日前から「頓服薬がいつもと違う」と妄想言動聞かれています。継続して頓服薬使用していますが、精神状態に注意していきましょう。
・藤井　理代様～昨日の深夜帯に特定女性患者様と口論となりスタッフ介入する事で落ち着いています。本日はトラブルなく経過されていますが引き続き注意していきましょう。
＜田名部Dr.患者様診察情報＞

・野坂　翔様～主治医より警察へ行くため外出する必要がある事を確認されると、「警察の予定とお母さんの休みが合った日に外出する予定です」と返答あり。情動面では落ち込みもなく、前回と変動が無い事を話されている。今後の方向性も変わらず施設入所で同意している。
・鈴木　達也様～食事摂取は「ごはん以外は」食べられている、OT参加は「あまり…」出来なかったと返答している。退院先の施設に入るために「パソコンゲームができる、Wi-Fiがある、自由に外出できる」を条件として挙げているが「できれば（施設は）嫌」と話している。本人としては自宅へ退院し父様の仕事を手伝いながら年金を受けることを考えていると話されている。
・藤井　孝蔵様～食事摂取や夜間の睡眠は確保出来ている事を話されている。本人より点眼液の継続希望あり、シアノコバラミン点眼液が1本処方となる。これまで毎月採血していたが、今後は2ヶ月に1回主治医より採血（セット3）指示を出すとお話しあり。12/6採血指示出ている。
・田中　ハルエ様～食事摂取や夜間の睡眠は問題ない事を話されている。胸が熱くなる感じについては「前より寒いから良くなった」と話されている。退院については「（胸の）熱っぽいのが治ったら」と話されており、臨時薬リーゼ3T→2Tへ減薬、ロラゼパムが1T昼食後に追加となっている。
・沢田　秋子様～主治医からの声掛けには小さく頷くのみで身体を斜めに向いて診察を受けている。血圧高値あることから、12/6～定期薬ドキサゾシン(1)1T追加、臨時薬フルイトラン(2)1T追加となっている。
・成田　賀枝様～先週パントシン減薬後に便秘があったか確認されると「あった」と返答している。パントシンの販売中止に伴い減薬～中止が必要である事を説明され便秘があれば別の薬に変更することも提案されている。下顎や前額の発赤についてはデルモゾールＤＰ軟膏が1本処方となる。
・武田　宜子様～作業療法への取り組みに対しては「やれた」と感じていると話されている。本人より先日の面談について確認あり、主治医より入院中の様子と自宅への退院希望がある事を伝えたと説明している。その上で青山荘での訓練について提案されているが「私は家に帰りたいです」「見学も、検討も…」と拒否的な反応は見せている。主治医より退院までの一つの手段として考えて欲しいと伝えられている。また、退院する為にどうしたらいいですか？と本人より確認あり、主治医からはこれまで通り生活していくこと、作業療法へ参加することを伝えられている。
・高柳　和子様～着席後すぐに「暗殺しようとした」「三重県ナンバーのダンプカー」「大家さんが（言っていた）」「助かってよかった」等と話し始めている。また「弟が失明した」「どこの眼科がいい？」と主治医へ問いかけている。食事摂取は出来ているか尋ねられると「お腹が減ります」と返答。処方変更なし。
・成田　富士子様～診察室へ入室拒否あり、自室で診察を行っている。不機嫌な様子あり自発的な不調の訴えはないが、尿失禁について尋ねられると「毎日、毎日、もう今までで一番酷いです」と訴えあり。臨時薬トフラニールは飲み切り中止となっている。
・安達　貴浩様～土曜日の粗暴行為について主治医より注意を受けている。対象となった男性患者様との接し方については挨拶程度にとどめるよう指導されている。本人より粥→常食への変更希望あり、本日夕から変更。
・畑中　成夫様～特定男性患者様との関わり方について「話し掛けられても黙っていました」と話されている。主治医からは引き続き同様の対応且つ挨拶程度にとどめること、また女性スタッフへの話し掛けについても踏み込んだ事は聞かず必要な事だけ話し掛けるよう各指導をされている。
・小栗　健太郎様～調子について「くずれていた」「読書も飽きた」と話されている。主治医からは次の生活に向けてやる気が出て来る頃だからではないかと伝えられている。また来年に施設を探すにあたり、心配なことはないか尋ねられ「スタッフが1日中いないこと」「僕の特性や特徴を知っていてほしい」等と挙げている。入院中は看護師に頼っているから生活出来ている、青山荘で頑張りたいのに頑張れない、就労にいく意味が分からない等を挙げており、段階的に目標を立てていけばよいのでは？と主治医より伝えられている。
・小泉　裕子様～水の神様について尋ねられると「洗面台に13880色のカラーを溜めると顔が派手になって、鼻が高くなったりします」と話されている。また、青山荘は「とりやめてほしい」と希望されており、買い物の時間がないことや排尿が順調ではないことを理由としており主治医からは改めて保留と伝えられている。臨時薬パントシン散3P→2Pへ減薬、トリへキシフェニジル中止、クエチアピンが毎食後に追加となっている。
＜皮膚科診察情報＞
・江渡　保子様～頭部の慢性湿疹にて　デルモゾールDＰローション　塗布の指示となる。
・安達　貴浩様～デルモゾールDP軟膏1本　尿素クリーム1本の処方あり。
・高杉　洋子様～同前処置
・久慈　一壽様～両足　落屑著明
両趾爪　混濁　変形　肥厚　あり。　白癬にて　テルビナフィンクリーム塗布の指示となる
・藤井　理代様～両踵に皮膚肥厚　落屑あり　尿素クリーム塗布の指示となる。
・川原　サエ子様～右下腿　右臀部～大腿　に皮膚乾燥にて　デルモゾール軟膏塗布の指示となる。
・船田　泰子様～ゲンタマイシン軟膏1本の処方となる。
・山谷　由香様～デルモゾールDP軟膏2本処方となる。
・續石　啓介様～エキザルベ3本　アズノール軟膏1本の処方となる。
・森　政博様～フェキソフェナジン継続指示となる。デルモゾール軟膏1本処方となる。
・藤井　孝蔵様～処置継続となる。

＜村上Dr.患者様退院支援委員会＞

・藤井　理代様～退院先は八戸市内のGHとしています。薬剤調整中の為、精神症状が落ち着いたら候補先の選定や見学を進めて行きましょう。
・森　政博様～退院先は自宅としていましたが、御家族より再度検討しているとの情報があります。12月に自宅へ外泊訓練を予定しており、外泊中の経過を見て選定していくこととなっています。
＜金Dr. 患者様退院支援委員会＞

・高杉　洋子様～11月に介護認定調査実施し、利用可能なサービスも導入した上で自宅退院の予定です。腰部痛によるADL低下がないよう介入していきましょう。

・西　和世様～退院先は施設の予定となっています。企図行為があったことから受け入れ先の選定は難航しています。
・川原　サエ子様～青風荘への退院を進めていくよう主治医より許可あり、看護サマリー作成済みです。
・沼山　真紀子様～父様より入院継続を希望するお話しがあります。自宅への退院は難しいことから施設の予定としています。

・飯岡　未来様～保護者が遠方にいることから今後は後見人制度を利用し、青風荘入所の方向性としてサマリーを作成中です。
・中村　聡様～身寄りがおらず退院の見こみはないことからみちのく記念病院転院の方向性となっています。

・鳴瀬　裕之様～退院先は施設としていますが、視力の著しい低下から環境変化に適応するのに時間を要しています。

・中里　慶子様～退院先は青山荘とし、本人より希望もあったことから12月中に体験利用を行っていく事としています。
・大釜　美香子様～みちのく記念病院への転院予定で、主治医へ診療情報提供書の作成依頼中となっています。
